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信号のない交差点、住宅街で見通しが悪かった

保育園児の自転車が右折、バスと出合い頭に衝突 保育園児が重傷

２０１５年０７月０３日

２日午後４時半ごろ、奈良県の町道交差点で、自転車に乗っていた近くの保育園男児（５）が路線バス

にはねられた。男児は頭蓋骨（ずがいこつ）骨折などの重傷。意識はあるという。警察によると、交差点

を男児が右折した際、右方から来たバスと出合い頭に衝突。バスに乗客はおらず、男性運転手（３９）にけ

がはなかった。現場に信号はなく、住宅街で見通しが悪かったという。

平成27年度 全国安全週間 （7月1日～7月7日）・・・労災事故の防止

自分は、事故を起こすはずがない？ 事故に遭うはずがない？

渡って来るかもしれない・・・、飛び出して来るかもしれない

交差点手前で止まる時は車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

飲酒して”車内休憩”の男

「酒は抜けたと思った」

トラックと正面衝突する事故を起こす

２０１５／０７／０２ 山口県警察本部 特別編集

６月２７日午前５時４０分ごろ、山口県の県道を走行していた乗用車が対向車線側へ逸脱。対向車線を順

走してきた大型トラックと正面衝突する事故が起きた。人的な被害は無かったが、乗用車を運転していた

男を飲酒運転の現行犯で逮捕している。しかし、通報を受けて駆けつけた同署員は乗用車を運転して

いた４０歳の男が酒臭いことに気づいてアルコール検知を実施。この結果、酒気帯び相当量のアルコー

ル分を検出したことから、道路交通法違反（酒気帯び運転）の現行犯で逮捕している。聴取に対して

男は「酒を飲んだ後、クルマの中で休んでいた。酒は抜けたと思った」などと供述しているようだ。警察では

飲酒した場所や量の特定を急ぐとともに、事故発生の経緯を詳しく調べている。

停車中の車の間をすり抜けて横断していた自転車

対向車線の乗用車と衝突、男性が大けが

（２０１５／７／３ １９：１５）

３日午後４時すぎ、大分県の市道で自転車で道路を横断していた６０歳の男性が乗用車にはねられ左

足を骨折する大けがをしました。現場は片側１車線の見通しのよい直線道路です。男性は渋滞のため停

車していた車の間を通り横断していたところ対向車線を走行していた乗用車にはねられたということで

す。警察は車を運転していた７８歳の女性から当時の詳しい状況を聞き事故原因を調べています。

対向車を避けるため「バック」、歩行者をはねる

バックした車と、後ろから来たトラックに挟まれ３人けが

◆”バック”時は、後方の”安全確認”◆

２０１５年７月４日（土）４時２０分

３日午後８時ごろ、東京都の路上で乗用車がバックした際、歩行者の男女３人が後ろから来たトラックと

の間に挟まれ、けがをする事故がありました。道路を左折した乗用車が前から来た対向車を避けるため

バックした際に、横断歩道を渡っていた男女３人をはねる事故がありました。さらに、３人は乗用車と

後ろから来たトラックの間に挟まれ、３０代の男性が左足を骨折したほか、別の３０代の男女も足な

どに軽いけがをしました。警視庁は乗用車を運転していた５１歳の女性から話を聴く。

コンビニ駐車場で１歳児ひかれ重体

◆駐車場から出る時は、”周囲の安全確認”◆

２０１５年７月３日（金）２２時２０分

３日午後３時３５分ごろ、福岡県のコンビニの駐車場で、近くの女児（１）が自営業の女性（３１）

運転の乗用車にひかれた。女児は市内の病院に運ばれたが、頭の骨を折り意識不明の重体。警

察が自動車運転処罰法違反（過失運転致傷）容疑で調べている。同署によると、乗用車は駐車

場から出ようと、止めていた車に乗り込み前進したところ、前にいた女児に気付かず、ひいたと

みられる。女児は母親と一緒に買い物に来ており、女児が先に店を出たという。


